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1. はじめに

臨床研究により新しい治療法や検査法の確立，あるいは病気の新しい情報を発見することは大学病院の使命であり、患者さんのご協力により成し遂げることができるものです。脳や脊髄の神経の数が減ったり，機能が失われたりする(専門用語で神経変性と呼びます)ことにより，ふらつきや力が入りにくいなど様々な症状が起こりますが，これらの脳や脊髄の病気には，手足の先の方の神経(末梢神経と呼びます)の障害が同時に起こることがあります．しかし，その進行の仕方，程度，合併の頻度など，十分にはわかっておりません．本研究では，電気生理学的検査により病気の経過と末梢神経障害の有無，程度の客観的な評価を行います．
2.研究対象
　脳神経内科(旧称 神経内科)において2014年1月1日から2019年2月11日まで末梢神経伝導検査や反復刺激試験等の電気生理学的検査を受けられた，中枢神経変性疾患の方を対象にしています．
3.方法

当科で行った検査データを見直し，病気の経過と電気生理学的検査結果の関連を調べ，考察します。なお，この研究を行うことで患者さんに通常診療以外の余分な負担は生じません．
4.個人情報の保護について

本研究では個人情報の漏洩を防ぐため，個人を特定できる情報を削除しています．本研究の実施過程及びその結果の公表(学会や論文等)の際には，患者さんを特定できる情報は一切含まれません．

5.患者さんがこの研究に診療データを提供したくない場合の措置について

2014年1月1日から2019年2月11日までの間で，当科で末梢神経伝導検査や反復刺激試験等の電気生理学的検査を受けられた中枢神経変性疾患の方で，この研究に診療データを提供したくない方は，下記までご連絡下さい．あなたに関わる研究結果は破棄され，診察記録なども，それ以降は研究目的に用いられることはありません．ただし，ご連絡をいただいた時点で，すでに研究結果が論文などに公表されている場合や，研究データの解析が終了している場合には，解析結果等からあなたに関するデータを取り除くことができず，研究参加を取りやめることができなくなります．
6.研究期間
病院長承認日　～　　　　2025　年　3　月　31　日まで
7.予定症例数：当院50例(全体60例)
8.利用する情報

 カルテ情報：診断名，年齢，性別，神経診察結果，電気生理学的検査結果
9.医学上の貢献
　研究成果は中枢神経疾患における末梢神経障害の合併頻度，進行，病態についての新たな発見の一助になり，患者さんの治療や健康に貢献できます．
10. 問い合わせ先
〒060-8543 北海道札幌市中央区南1条西16丁目
札幌医科大学附属病院  
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